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本
市
の
７
年
度
の
新
年
度
予
算
に
新
規

事
業
と
し
て
屋
内
運
動
場
空
調
設
備
整

備
事
業
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
を
逃
し
て
屋
内
運
動
場
へ

の
空
調
設
備
の
設
置
は
難
し
い
と
考
え

る
が
基
本
計
画
策
定
の
目
的
及
び
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

答
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改
修
工
事

や
、
空
調
設
備
の
設
置
に
係
る
財
源
確

保
の
課
題
な
ど
か
ら
、
検
討
の
具
体
化

に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
国
で
は
、
空

調
設
置
に
関
連
し
た
財
政
支
援
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
等
に
加

え
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
近

年
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
、
頻
発
化
を

踏
ま
え
昨
年
12
月
、
新
た
に
15
年
度
を

期
限
と
し
て
空
調
設
備
整
備
臨
時
特
例

交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
の
財
政
状
況

に
合
わ
せ
た
財
源
確
保
が
可
能
と
な
っ

た
。
近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る

児
童
生
徒
の
熱
中
症
等
健
康
被
害
の
予

防
と
災
害
時
の
避
難
所
機
能
強
化
を
目

的
と
し
屋
内
運
動
場
へ
も
空
調
設
備
の

整
備
を
15
年
度
の
期
限
を
見
据
え
な
が

ら
早
期
に
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

岡
田
市
長
の
新
年
度
に
お
け
る
市
政

運
営
に
関
す
る
所
信
に
つ
い
て

問
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
普
通
教
室
へ
の
空
調
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
本
市
は
１
０
０
％
の
設
置

率
と
な
っ
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難
所

に
も
な
る
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
空
調

設
備
の
全
国
平
均
は
18
・
９
％
で
あ

る
。
県
、
本
市
の
設
置
率
は
ど
う
か
。

答
文
部
科
学
省
の
資
料
で
は
令
和
６

年
９
月
１
日
現
在
、
広
島
県
の
小
・
中

学
校
の
屋
内
運
動
場
に
お
け
る
空
調
設

置
率
は
11
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
本

市
の
小
・
中
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
未

設
置
の
状
態
で
あ
る
。

問
子
ど
も
た
ち
も
授
業
で
使
用
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
の
場
と
も

な
る
こ
の
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
設
備

の
設
置
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
、
教

育
関
係
者
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
か
ら

望
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
市
町
か

ら
の
声
が
国
へ
届
き
、
令
和
６
年
11
月

22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
総
合
経
済
対

策
に
は
、
避
難
所
と
な
る
全
国
の
学
校

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、

ペ
ー
ス
の
倍
増
を
目
指
し
て
計
画
的
に

進
め
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
国
の
動
き
に
呼
応
し
て
、

児
こ

玉
だま

 敬
けい

三
そう

▪ 

岡
田
市
長
の
新
年
度
に
お
け
る
市
政

運
営
に
関
す
る
所
信
に
つ
い
て

を
示
し
て
い
る
。

②
須
波
連
合
町
内
会
で
協
議
を
重
ね
必

要
性
が
確
認
さ
れ
、
実
証
運
行
の
実
施

を
決
定
し
た
。
週
３
日
、
１
日
８
便
運

行
す
る
も
の
で
、
事
前
に
電
話
予
約
し

自
宅
な
ど
の
乗
車
場
所
と
須
波
地
域
内

の
目
的
地
を
つ
な
ぐ
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

な
る
。

③
運
行
を
担
う
町
内
会
の
連
合
組
織
が

な
い
、
人
材
不
足
、
範
囲
が
狭
い
こ
と

に
よ
る
運
行
継
続
の
困
難
性
な
ど
が
課

題
。

④
近
隣
の
他
地
域
で
運
行
実
績
が
あ
る

タ
ク
シ
ー
事
業
者
。

⑤
経
常
収
支
率
10
％
以
上
を
基
準
と
定

め
る
が
、
高
齢
化
、
物
価
高
騰
の
中
、

利
用
実
態
や
利
用
促
進
の
取
組
な
ど
総

合
的
に
検
証
し
評
価
す
る
。

⑥
実
証
運
行
の
実
績
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
検
証
し
た
上
で
、
須
波
連
合
町
内

会
に
報
告
し
検
討
す
る
が
、
評
価
基
準

を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
検
討
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
改
め
て
実
証
運
行
を
行
い
た
い
。

　
今
後
も
市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
課
題
解
決
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
導
入
、
維
持
に
努
め
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入
に
向
け

問
本
市
で
は
多
く
の
方
々
が
通
院
や

買
物
と
い
っ
た
移
動
手
段
に
不
安
を
抱

い
て
い
る
。
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
に

お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

充
実
を
図
る
目
的
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
①
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
②
実
証
運
行
実
施
の
決
定
経
緯
、
運

行
内
容
③
実
証
運
行
に
至
ら
な
か
っ
た

地
域
の
課
題
④
運
行
業
者
の
決
定
経
緯

⑤
実
証
運
行
で
の
検
証
、
評
価
内
容
⑥

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
該
当
地
域
の
う

ち
須
波
地
域
で
実
施
し
た
。

①
年
齢
別
で
は
70
歳
代
が
一
番
多
く
、

運
転
免
許
保
有
率
は
、
全
体
の
79
％
。

そ
の
う
ち
免
許
を
返
納
し
な
い
と
い
う

人
は
77
％
で
あ
っ
た
。
外
出
の
理
由
は

買
物
81
％
、
通
院
51
％
。
外
出
先
は
地

域
内
で
は
コ
ン
ビ
ニ
、
地
域
外
で
は
市

役
所
周
辺
が
最
も
多
い
。
現
在
の
移
動

手
段
は
自
身
が
運
転
す
る
自
動
車
が
最

も
多
く
、
地
域
内
移
動
で
58
％
、
地
域

外
で
71
％
で
あ
る
。
な
お
、
移
動
手
段

が
無
く
困
っ
て
い
る
人
は
11
％
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
が
導
入
さ

れ
た
場
合
、
約
２
割
の
人
が
利
用
意
向

中
なか

迫
さこ

 勇
ゆう

三
ぞう

▪ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
取
組
に

つ
い
て
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向
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
の
産
業
団
地
整
備
検
討
事
業

は
、
２
年
度
に
実
施
し
た
「
産
業
用
地

適
地
選
定
業
務
」
に
お
い
て
抽
出
し
た

比
較
的
小
規
模
な
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

産
業
団
地
整
備
の
事
業
化
に
関
す
る
検

討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
産
業
団
地
の
整
備
手
法
に
つ

い
て
は
、
市
単
独
で
行
う
場
合
の
ほ

か
、
広
島
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

民
間
活
力
を
導
入
し
た
官
民
連
携
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
本
郷
産
業
団
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
立
地
は
、�

本
市
に
と
っ
て
は

追
い
風
で
あ
り
、
関
連
産
業
な
ど
、
市

外
企
業
の
新
た
な
立
地
に
よ
る
産
業
集

積
や
市
内
企
業
の
拡
張
移
転
に
対
応
す

る
た
め
、
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
取
り

組
み
、「
ま

ち
の
元
気
・

活
性
化
」
に

繋
げ
て
い

く
。

新
た
な
産
業
団
地
の
確
保

問
三
原
市
に
あ
る
産
業
団
地
は
完
売

の
状
態
。
こ
の
地
域
の
経
済
の
発
展
の

た
め
に
、
国
内
企
業
が
本
市
へ
進
出
し

て
く
る
こ
と
や
地
元
企
業
の
事
業
拡
大

に
備
え
て
、
新
た
な
産
業
団
地
が
必
要

と
考
え
る
。
ま
た
、
民
間
に
よ
る
産
業

団
地
の
開
発
意
向
が
あ
れ
ば
、
行
政
と

し
て
連
携
・
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。
市

長
の
考
え
を
問
う
。

答
産
業
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化

は
、
市
長
２
期
目
の
主
要
公
約
の
一
つ

で
あ
り
、
雇
用
創
出
を
め
ざ
し
た
新
た

な
産
業
団
地
の
確
保
に
向
け
、
２
つ
の

事
業
を
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

に
計
上
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
の
企
業
立
地
意
向
調
査
事
業

は
、
比
較
的
大
規
模
な
用
地
の
確
保
を

念
頭
に
置
い
て
お
り
、�

本
市
の
立
地
環

境
に
対
す
る
客
観
的
な
評
価
や
立
地
の

可
能
性
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
た
め
、�

国
内
企
業
約
５
千
社
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
６
年
度
に
は
、
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
市
内
企
業
３
５
２
社
を
対
象
に
実
施

し
、
１
０
９
社
か
ら
回
答
を
得
て
お

り
、
複
数
企
業
に
お
い
て
用
地
取
得
意

住
すみ

田
だ

 誠
まこと

▪ 

産
業
及
び
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

取
組
に
よ
り
、
不
法
投
棄
の
減
少
に
努

め
て
い
く
。

問
依
然
と
し
て
不
法
投
棄
は
発
生
し

て
い
る
。
移
動
式
監
視
カ
メ
ラ
は
不
法

投
棄
抑
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、
増
設
し

て
は
ど
う
か
。

答
令
和
５
年
度
に
導
入
し
た
１
台
の

移
動
式
監
視
カ
メ
ラ
は
、
自
治
会
等
の

要
望
場
所
等
に
設
置
し
、
一
定
期
間
経

過
し
た
の
ち
、
次
の
場
所
に
移
動
し
設

置
し
て
い
る
。
今
後
、
現
在
の
稼
働
状

況
や
防
止
効
果
の
検
証
を
進
め
る
な
か

で
、
増
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
不
法
投
棄
ア
プ
リ
も
不
法
投
棄
の

抑
制
と
な
り
、
市
民
が
監
視
す
る
有
効

な
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。
導
入
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
不
法
投
棄
ア
プ
リ
の
導
入
は
、
不

法
投
棄
防
止
に
係
る
市
民
意
識
の
醸
成

や
本
市
の
状
況
把
握
及
び
早
期
対
応
等

に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
先
進
事

例
を
調
査
す

る
な
ど
研
究

に
努
め
る
。

本
市
の
ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

問
不
法
投
棄
の
通
報
件
数
の
推
移
に

つ
い
て
問
う
。

答
令
和
３
年
度
20
件
、
４
年
度
15

件
、
５
年
度
13
件
、
６
年
度
は
２
月
20

日
現
在
、
６
件
の
通
報
が
あ
る
。

問
不
法
投
棄
は
、
重
大
な
犯
罪
と
考

え
て
い
る
。
罰
則
に
つ
い
て
問
う
。

答
不
法
投
棄
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
に
よ
り

禁
止
さ
れ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は

同
法
第
25
条
に
お
い
て
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
又

は
そ
の
両
方
の
刑
に
処
す
る
罰
則
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状
と
効
果
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
現
行
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
令
和
２
年

度
か
ら
実
施
し
、
１
ブ
ロ
ッ
ク
当
た
り

月
に
１
回
か
ら
２
回
の
巡
回
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
巡
回
で
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
件
数
は
、
６
件
で
あ
る
。

　
近
年
、
不
法
投
棄
に
係
る
通
報
件
数

も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
定
の
成
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
よ
り

効
果
的
な
方
法
も
検
討
し
、
監
視
カ
メ

ラ
や
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
と
併
せ
た

宮
みや

垣
がき

 秀
ひで

正
まさ

▪ 

ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

本郷産業団地
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問
本
郷
橋
の
架
け
替
え
及
び
仏
通
寺

Ｊ
Ｒ
踏
切
改
良
工
事
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。
平
成
17
年
の

合
併
以
来
20
年
間
、
早
期
完
成
を
お
願

い
し
て
き
た
。
三
原
の
西
の
玄
関
口
で

あ
る
本
郷
地
区
の
整
備
は
、
将
来
的
に

も
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
本
市
の

取
組
、
ま
た
、
県
へ
の
要
望
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
問
う
。

答
本
郷
橋
は
架
設
か
ら
90
年
経
過
し

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
架
け
替

え
の
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
架

け
替
え
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
本
市
の
主
要
事
業

に
係
る
提
言
活
動
の
中
で
、
整
備
を
要

望
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
県
に
対
し

早
期
事
業
着
手
を
要
望
し
て
い
く
。

　
仏
通
寺
踏
切
改
良
工
事
は
、
道
路
を

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
立

体
化
す
る
計
画
で
あ
る
。
東
本
通
土
地

区
画
整
理
事

業
の
完
成

後
、
事
業
着

手
さ
れ
る
よ

う
、
県
に
求

め
て
い
く
。

本
郷
地
区
に
お
け
る
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問
東
本
通
土
地
区
画
整
理
事
業
と
都

市
計
画
道
路
椋
本
三
太
刀
線
の
現
在
の

状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
問
う
。
市
民

か
ら
、
長
期
化
す
る
事
業
に
お
い
て
、

進
捗
状
況
や
計
画
、
今
後
の
見
通
し
が

解
ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
市
民
に
情

報
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

答
施
工
期
間
は
、
平
成
11
年
度
か
ら

令
和
11
年
度
ま
で
の
31
年
間
で
、
都
市

計
画
道
路
３
路
線
、
都
市
公
園
８
箇

所
、
公
共
墓
地
１
箇
所
を
計
画
し
て
い

る
。
進
捗
状
況
は
、
令
和
５
年
度
末
現

在
で
、
全
体
事
業
費
91
億
８
千
万
円
の

う
ち
79
億
４
８
０
０
万
円
を
執
行
済

で
、
進
捗
率
87
％
。
ま
た
、
全
体
面
積

47
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
概
成
面
積

約
38
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
進
捗
率
79
％
で

あ
る
。
工
事
完
成
は
10
年
度
を
予
定
し

て
お
り
、
11
年
度
に
は
事
業
完
了
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
椋
本
三
太
刀
線
に
つ
い
て
は
、
幅
員

が
狭
隘
で
離
合
が
困
難
な
箇
所
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
７
年
度
に
一
部
延
伸
の
事

業
化
に
向
け
た
予
備
設
計
費
を
計
上
し

て
お
り
、
８
年
度
に
事
業
認
可
を
取
得

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 梅

うめ

本
もと

 秀
ひで

明
あき

▪ 

本
郷
地
区
に
お
け
る
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

鷺
浦
地
区
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

問
鷺
浦
地
区
に
幼
稚
園
・
保
育
園
の

復
活
要
望
が
あ
っ
た
が
難
し
い
と
い
う

回
答
だ
っ
た
。
幼
稚
園
・
保
育
園
の
復

活
は
願
い
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
課
題

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
子
育
て
世
代
の

夫
婦
が
、
子
ど
も
を
預
け
て
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
視
点
で
、
で
き
る
策
を
問

う
。

答
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
要
望
は
伺
っ
て
い
る
が
、
ニ
ー

ズ
把
握
を
し
た
う
え
で
、現
状
、教
育・

保
育
サ
ー
ビ
ス
環
境
を
整
え
る
判
断
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

問
こ
の
課
題
に
対
し
、
私
が
提
案
し

た
の
は
、
課
題
を
１
０
０
％
解
決
す
る

の
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
50
％
で
も

解
決
す
る
た
め
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
市

よ
り
過
疎
な
ま
ち
で
は
、
介
護
施
設
と

の
複
合
な
ど
の
事
例
も
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
事
例
を
調
査
研
究
し
た
上

で
、
改
め
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
し

て
も
ら
い
た
い
が
聞
く
。

答
地
域
の
実
情
に
考
慮
し
つ
つ
、

様
々
な
視
点
で
住
民
の
方
々
と
の
対
話

を
進
め
て
い
く
。

本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で
発

生
し
た
問
題
に
つ
い
て

問
水
源
保
全
条
例
に
罰
則
を
設
け
る

こ
と
に
つ
い
て
、
12
月
議
会
で
も
聞
い

た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

た
か
問
う
。
罰
則
規
定
は
本
市
が
で
き

る
最
大
の
対
策
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

答
罰
則
規
定
に
つ
い
て
の
条
例
改
正

は
、
他
市
町
の
同
様
な
条
例
の
調
査
研
究

及
び
顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
た
。
顧
問
弁

護
士
の
見
解
は
、
条
例
に
新
た
に
罰
則
を

規
定
す
る
必
要
性
が
低
い
こ
と
と
関
連
法

令
に
矛
盾
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
今
後
、
水
源
保
全
委
員
会

に
諮
る
な
ど
、
必
要
性
や
あ
り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

問
罰
則
の
必
要
性
に
つ
い
て
反
駁
す

る
と
、
私
が
相
談
し
て
い
る
専
門
家
の

見
解
は
、
罰
則
が
最
大
の
対
策
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
。
本
市
の
水
質
検
査
の
結

果
に
応
じ
て
罰
則
の
適
用
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
お
い
て
意
味
は
あ
る
。

　
法
的
見
解
に
つ
い
て
、
セ
カ
ン
ド
、

サ
ー
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
よ
る
意
見
収
集

の
考
え
を
問
う
。

答
罰
則
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
意
見
を
聴
取
し
、
引
き
続
き
検
討
す

る
。

正
しょう

田
だ

 洋
よう

一
いち

▪ 

本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
諸

問
題
に
つ
い
て

▪ 

鷺
浦
地
区
の
子
育
て
環
境
の
改
善
に

つ
い
て

架け替えが望まれる本郷橋
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・
認
定
件
数
…
…
…
…
…
９
７
７
件

　
・
否
認
件
数
…
…
…
…
…
５
５
１
件

　
・
保
留
件
数
…
…
…
…
…
…
…
１
件

《
障
害
年
金
》

　
・
進
達
受
理
件
数
…
…
…
７
５
３
件

　
・
認
定
件
数
…
…
…
…
…
１
８
７
件

　
・
否
認
件
数
…
…
…
…
…
４
２
８
件

　
・
保
留
件
数
…
…
…
…
…
…
…
２
件

《
障
害
児
養
育
年
金
》

　
・
進
達
受
理
件
数
…
…
…
…
…
23
件

　
・
認
定
件
数
…
…
…
…
…
…
…
１
件

　
・
否
認
件
数
…
…
…
…
…
…
…
19
件

　
・
保
留
件
数
…
…
…
…
…
…
…
０
件

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
に
よ
る
健
康
被
害
の
実
態
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
不
得
手
な
高
齢
者

に
も
伝
わ
る
よ
う
、
説
明
会
や
広
報
誌

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
て
情

報
提
供
で
き
な
い
か
問
う
。

答
副
反
応
や
健
康
被
害
救
済
制
度
に

関
す
る
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
特
例
臨
時
接
種
時
の
接
種
券

と
共
に
送
付
し
た
チ
ラ
シ
を
通
じ
て
提

供
し
て
き
た
が
、
今
後
は
、
広
報
み
は

ら
や
定
期
接
種
対
象
者
へ
の
案
内
文
書

の
活
用
に
加
え
、
接
種
者
へ
の
情
報
提

供
を
医
療
機
関
に
も
依
頼
す
る
な
ど
、

様
々
な
手
段
を
検
討
し
て
実
施
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問
令
和
６
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
定

期
接
種
対
象
者
の
接
種
者
数
と
接
種
率

の
最
新
値
を
問
う
。

答
６
年
12
月
末
時
点
で
の
接
種
者
数

の
累
計
は
６
２
８
５
人
、
接
種
率
は

19
・
９
％
で
あ
る
。

問
一
昨
年
９
月
の
報
道
に
よ
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康
被

害
認
定
件
数
は
、
令
和
５
年
８
月
ま
で

の
２
年
７
カ
月
間
で
４
０
９
８
件
と
、

３
年
12
月
ま
で
の
過
去
約
45
年
間
で
３

５
２
２
件
だ
っ
た
全
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

健
康
被
害
認
定
件
数
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
た
が
、
審
査
結
果
の
最
新
値
な
ど

を
問
う
。

答
２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
、
厚
労

省
が
設
置
し
て
い
る
審
査
部
会
の
資
料

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
結
果
と

主
な
請
求
内
容
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

【
審
議
結
果
】

　
・
進
達
受
理
件
数
…
１
２
９
６
１
件

　
・
認
定
件
数
…
…
…
…
８
８
６
６
件

　
・
否
認
件
数
…
…
…
…
３
２
５
７
件

　
・
保
留
件
数
…
…
…
…
…
…
…
７
件

《
死
亡
一
時
金
ま
た
は
葬
祭
料
》

　
・
進
達
受
理
件
数
…
…
１
６
５
７
件

德
とく

重
しげ

 政
まさ

時
とき

▪ 

本
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

▪ 

本
市
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て

議員研修会（人権問題研修会）を開催しました！
　本市議会では、人権意識の向上を図るため、２月14日に福山平成大学 上

うえ
村
むら

 崇
たかし

 教授を講師に迎え、
『現代の人権課題―多様性社会の実現とインターネット社会における人権侵害』をテーマに議員研修会
を開催しました。
　この研修会では、①多様性を認めるために②多様性と人権意識③インターネット社会における人権
侵害の課題④多様性を認める対話について、自身の経験を踏まえながら講演されました。
　講演の中で、「価値観は世代や生活環境や人生経験などによって多様であり、インターネットは特定
の価値観を強める傾向が強いことを自覚する
必要がある。そして、心のクセを自覚して、
お互いの価値観の違いを認め合うことが大切
で、みんなに共通の道徳観を形成していくた
めには、対話が有効である」ことを学びまし
た。
　本市議会は、今回学んだことを今後の議会
において活かしていくと共に継続して研修会
を実施し、人権意識を高めていきます。

研修会の様子
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